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特 集  ロコモティブシンドローム，サルコペニアとフレイル：それらの概念・現状と将来展望

は　じ　め　に

　超高齢社会を迎えたわが国におい

て，フレイルへの関心が高まってい

る。日本老年医学会はフレイルを，

「高齢期に生理的予備能が低下するこ

とでストレスに対する脆弱性が亢進

し，生活機能障害，要介護状態，死亡

などの転帰に陥りやすい状態で，筋力

の低下により動作の俊敏性が失われて

転倒しやすくなるような身体的問題の

みならず，認知機能障害やうつなどの

精神・心理的問題，独居や経済的困窮

などの社会的問題を含む概念」と定義

している1)。フレイルは，加齢による

衰えを早期に発見し，健康寿命を延伸

することを念頭に打ち出されたもので

あるが，疾患や障害を抱えながら地域

で安心して暮らすための「地域医療」

というコンテクストにおいても重要な

役割を担っている2)。本稿では，地域

医療におけるフレイルの３つの役割

(連携を促す「共通言語」，目標設定の

上方修正，受け皿の充実化)について

述べる。また，われわれが千葉県柏市

とともに取り組んでいるフレイル概念

導入の現状を紹介したい。

Ⅰ．�地域医療における�
フレイルの役割

１．連携を促す「共通言語」

　高齢期における医療ニーズは多様で

あることが多く，質の高い地域医療の

実現には，組織や職種，立場を越えた

連携が欠かせない。フレイルは，地域

医療に関わる医療福祉の専門職の間

や，専門職と行政機関との間の連携を

促す「共通言語」になる。

　フレイルには「多面的」であるとい

う特徴がある1)。この特徴は，世界保

健機関憲章にある健康の定義(健康と

は，完全な肉体的，精神的及び社会的

福祉の状態であり，単に疾病又は病弱

の存在しないことではない)と対応し

たものである。フレイルにも身体的フ
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